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:i Churl凶 BcLtelheim, L'lncl.: inclr.J>i:11da11lt•, : 
:; Paris, Armand Colin, 1962, 52,J p. ゴ

ソヴェト経済の研究家，低！｝HJ自闘能怖の討liOi化の理.，論

家として知られ，現在ソルポンスの EcolePratiq ue des 

Hautes-Etudesの Dirccteurcl,Etudesである著者 C.

Bettelhcimはその政治的指｛11Jのなか；ニインドの経済計・plq

の突際を多くとり入れているといわれる。’，Jr尖，過去3

ll!Iインド統計研究所（l.s. l. ）の客日教民・とし℃渡印し，

tf~ 2 次 5 カ年計耐の立案lニflf-i!!ij方~，：j満について参闘し

た。このインド油化中の粍除と研究が本出合t:A~匹寸・ゐ・・・

民内となったニとがn；文l二.iiliべられていゐがイン 1：の経

済，i!・111'ivJ:JH!i/i命的J百11u：剖については Studi1:.~ in I h,1 tlwory 

u.( J•la1111i11,f.! (Bou1hay, HlG!J), Some: bmhρlw111i11g 

ρrohl1•1m· (I3omlmy, Hl61. lncl::m 日LatisLkai series, 

No. l2) "i:・t五があるu

ifx,1H1!!l!i'dをの r> 1: .'Jll・.会事長iit11）花凶と政治桝jむの

体系n~研究＇（：＂， 、ニ（／.JN((.I）インド似｜・究と Lてはソランスに

おけ・る M：初心 ii.It: －~~・c: ,iうる。以下．にi人r併を出荷述ナる。総，訟

では主tu·r.：二五るま？の政治j拍車1l と経済の~峡段附セ概観

し， Un ，犯でlt独立後の tミ 11:l.:j？~： '1）先峡，~村の11：会経

桝（持）：.i,J :11【［：.1:i'(：の発Mと此梁tiw;t，フルジ辺アツーと

資本， フnレクリアートと小フソレジ胃ア；；，ー，政治桝巡

の分析と品lllJ起の考察が注され， ~2 部ではイン 1：の先

民の方向を｛立白づけ・，l剖家資木主義的傾向とらブ＇J~;. ;ii-it!t)' 

lfil：諜および」：業llN先と政~｛，開発金M1!，刈・外経済問・i係，

生活水準，労働組合と政党活助が考損され，結論ではイ

ンドの将来の｝良型がなされている。巻末には銘3次計四1i,

1962年総選挙の結品の概説が付されている。 （浜口〉

・ Harl>ara ＼・＼＇ard,1'1,e Plan 1111dcr jJrc.,・mrc; an ; 
,; oh.~c：パ’er'.{ t•ii:w, Bombay, Asia Pub. Hη：＼SC,:: 
'. HJ63, (i{) Jl・ 

196311主11f-J，インド政！日号1-1,m香JA会出却 3次5カ年ll・

附のi1•i¥-WJの虫色＇，：；－；·刊Iii可討議会：ニぬIii し，その ffl.tい成長

* (11三Hlll刈ll.':i9rNlえjえ：｛・：2.！＂，ウ心 .Iu.. ;l1・11hilHJiO)jおおの

ためにJ'1{.:':iのf11±，がで，ih• ＇~－：... ；主ti'し（rijJ日i：に利Ill』可能なあ

らゆる資源化i1Jii.することへの「制~！＼i批j だ，と述べてい
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．、， 料 部1資

る。 dfi戟 Imlit1w1cl tlw ¥¥ii:st (London. Hl61）で却2

次大＇I員以後のl!t界経済と出際IJJ係の発Mのなかでのイン

1：の経済発J肢と近代化，そのための訂・耐の，l:J.~告をjlij欧側

の枇略的立場から論じた著者が，問艇にインド経済の現

実，特に中！：fl凶境紛争によって以註された前幽難を指摘

したのが本：；！｝で， JaiHincl大学での三つの消怖からなる

小UH子である。

J~初の「j（（桜の危険，」でt:J:rjrllJ紛争のi故化以前：こすで

に卸3次l/・j1lij;J'lft1自iしていたいくつかの深刻な陥路にふ

れ，非常・Ji：態がインド続前1.：及ぼす桜持者：ゲ必してその

杭鋭的側1(1i として行政，Am＊化とi業部門の操業l誌をj•,':j

めることをあげている。 「成l去のためのiHi1!iiJでは低い

成長ードの以，必な出来：および：I；梁M>l”lでの，~－，・i!!•i技術アフロ

ーチの刀法（1＼＼：に企業のJ民俗i1:<l>f£~先〉と行政につい℃

検討する。 n川際収支の危随Jでけ；外向！指J!｝）， 外「lヰl主計．

愉111:.:.•. ）いて述べ， W:Jよ1-UJ;-c.~の後進IJ4 1ンドの：i'tかれ

に不利な魚（＇！：＼＇ど｛則前iL，先進，；i~~A；こ．より；J;.い！被時の一

部としてがIインドf(羽，と援助~－検討するようが按し·（い

る。 (iJミII) 

Ji Al<lo Ferrer, La cco 
f¥ etψas d(' su <li:s，川・olloy J,rub/em11s e1ct1wli:s, ii 
)iM己xico,Fonclo de Cultura 日conomica,196:l, H 
V ヨG6p. 

j出近のアルーぜン．チン経済：本氏深い十；~H：~：こ悩んでいる。

1948年以降．の生産lif：：の庁f}J[Jも人口の明大をrnうまでには

述していず，社会各胞の【I：活糸fl：はlfiJJ二ずるどこるかW.(

化さえしている。さゐlこ近年の経済問到の押しい収納は

広高な失栄'I.(ひきおこしている。このような削j(iJは切ら

かにアルゼンチンの永続的な危機，政局の不安定i~~！こ伯：

按に結びついており，陶l己各肝IHIの共問手I,: ：~：識の央失；こ

も起i過している。ニの隠家的停滞の！京国はp そのi後史的

な棋iDiiとIii：界経併の変化とを合わせ究明せずには解!YJさ

れえない。このようなIll]也沼；識から有古・はYJレゼンチン

れi/fO））前記過.f!i¥lこf))O)，，（ス－~.プ入，！ i. ·n ・ z，。そのi.'L~I~ か）.－ 1.

l .t '')' Jレゼンチン純i』j~Q) ft/1•；の／lk'.t•：，ピ’心fの，1 F立！明に分： J・

f二。（1)Hi \II；紀から 13\ll：紀末：二お J：ぷ地"JJO.tf~経済のII !j= 
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代，（2)18 111：紀末から l8GO年前後までの温故JVJ（このll;j:

j副iこ今のγJレセ．ンチンの地域がその広J'（，：製』1111,::.:.f＼；；：えさdI.. 

る牧渇・庄－；震によ「て，良港ブエノスア fレスポf仲介r'C劫
のft！｝坊としてはじめてii！：界市場の仲1/¥J入り iをした）， (3) 

1860~'ilii1:去にはじ主り 111：界的恐慌にみ：！：われた1930'<1ヰ凶

までの卸 1次産品目易ll!j:代（ニの！日fJg］！主政牧奇j主，VS！（易
の拡大J移民の流入，外国資本の定者でf.rf]1｛イげられ，締．

済社会，，抗告が；.；＿1,j敢に変化しに）， w rnao年以降り成指米

統合lr!j:代。企；粍米の支持する l~l 1:11化政策i土ft;i：；：；状況を按

けており，このことは組織の制氏を改変するような都命

の条件を自ljり山している。ニれな避ける唯一りj庄は，｜誠

氏の大半の~！＝.活・水j棋を向上させる産業の統合·0ある，と

著者は行告し℃いる。 〈三宅）

’i Everett E. I-fa只en，αI.,I干a1111inge，・OJ川，Ilic'(1 
;l dt:・,!t:/oρII九’nt,Homewood, llli:mis, Ridmrd D. 日
:¥ 1:.-win, Im:., HJ6a, 380 p. lj 

・世j汗IJH.1bH·11!1iの立案・~臨過自l乙おける；；持1111胤；t，各

l刊の具体的な・Ji：｛~I：によって示す二とな u的として制処さ

れているoU>ll~i「Ii'=泊」：二つづ会，自i's 2 ：＇官：. ur 3 ・1m. trr 
4 taiはケース・スタディが収めら；lι℃いる0 t712 l'm「公非t
l;l',ihil.詩情に J：ゐ；th1！~のU!j=J!;J, Iiiプジγの3ケース」で：t,

ピJレγ ｛しOLiisJ.、.Yalin揺ky），パキスタン（じlairWilcox), 

fン1:(John P. Lewi吟川崎がケースとして巡ばれてい

る。 u~ ：，品） i" ；.；.~}iliなj北jえJ目Jた経た：3 I 凶」には， I.I~ （陥：

W{！［（人＼メキシコ（MiguelS. Wionczek），ユーゴスラ
、，， r

グィア（S.wkaDal,cc,・ic-Ku仰のを不完全な形式による

経済UfBiぷl州のケースとしてとりあげ，第七·:a~:t.. 「特

別な凶心のもてる 3:j下例J＇.こは，伝統的嗣家における計

幽としてイラン（P.Bj砂rnりl坦 n,P. Nφrrcgaard Rn:1m・ 

ussen），転換則岡2誌におけるケースとしてナイジエリア

(Peter Bentley Clark），先誕凶のケースとしてイギりス

(G. D. N. Worswick）の3ケースを収録。 m51百；は，

ケース・スタディをふまえて，二~－幽機構，計画史厄，：：，；.

次計画作成についての問題点を慨括している。 （中村〉

n Kwame Nkrumah, AJ1氏、dmu.~t unite, L<>n<lon, ] 
:! Heineman Edu回 tionalBooks Ltdザ 19<>:i,22H ; 
'! p. 

本~｝ま，ガーナの民佐指持者エンクルマが，強聞な航

氏支配の，，.，から独立を槌ff｝した政治的経験から，アフリ

·•1 .:m •4o>J ・JI品1fY. f1c, ·(/),IZ, 月必 tt，治）！~ L. なl、〉：・・.:rツリカの

将米；二ついて）Jを匂！な』試みたふのである。

ニれはまたーかれのいままでの独立闘争の：＇ f{;t'l•』一一

l957ijtのガーナ金丸山記念日に刊行したかれの l当叙伝

Glwna，続いて 1911：.＞.｛＼~に，かれの政治（It./ ・社会的信念を

まとめて公けにlt，：出品集 jゆi:,1kof Ji・cedomなどの

後1;i・-:c1:i::すものということができる。

とくに，水：！？ではヨ山口っパO)j¥{(氏支配がアフリカの

社会・経前！ζ処したいまわしいツメ ~I.A；な指摘しながら，

アフリカの政治的・紙済的な前口？っ主の強化を通じて，

アフ IJ；｝）の例主的な，；.fと将米ーの際栄のためにすべてのブJ

t結集すベ会 ζ とを，iii~ えている。 〈！却制）

., Jan Tinber仰 11, /,1!.~I印刷 jhn11 the・ j,,ut, ] 
匂 Amste1・clum, Elsuvier, 1郎3,132 p. ・l 

過去 50 年11\Jの経済椛 j世の~ill)J を概制するとともに，

，とれから技；，ill~~ピ引き IH l..，米米への予測を行なったもの

で．広く一般！付に；；,'i:·主れるために，専門Jll訴を~lfげて；！？

い・〈いゐ。 i人1W:1.J..：さ・く三つiニ分かれ， au怖の「；tl去
の分。7」·（＇は， j泊プミ ~P-lil：紀の政ihfl:1 ・社会的・技術的強：

化の検Aおよび総抗附j告の変化の分析，：H2;'3：「予測」

では．：過主士11;11』．紀の純l肢から学んピ投.unの検；i~－左左私に，

弘前iの料消外延｜剖を考l伍しながら予測を試み， u~ 3部「米

米川n-州.Iでo:..m山我々が抗百1iLているさまざまの闘

技な1::i：越を解決·~－るための 111：非政抗九論じている。；持者

Lt..Jjtに純桜前l::J足j：..：だけ｜限定しないで，経済!Ill粗と11'.J：按

.l皇U直して起ニる社会JY:J・，心1mnり側，，，；;1;、！：＞もアフローチし

て， HU!tluを多f!Jfl句，二追求している。 w：持右fWest 〈先進

;f/H則， E.~t （共産主義，；/'i!J.~ ）， So川h（低IJIB"＆；前l時）の

三つに分け， Jとれぞれについて終始I~討を加えて未来似

を作りだし℃いる。

；持古・は NetherlandSchool of Economicsの教民とし

て，オランダ政府の CentralPfonnin店 Bureauの局長と

して，また世界銀行中114述のアドバイザ－＞：.して，多ブJ

1i1iでi,'fifi：：し，卦)df.析蹴．経済政策， i壬街，H・附立案等にl.>U

ずる多くの詩作をfe公している。日下トルコ，アラブ迎

合．イラクなどのコンサルタントである。 〈柳〉

~ ¥Vorldmark <Jncydof>c:dia ,,f t/11: main川（re¥'.fi 
~ (.'<I.) New York, Ha叩er& Row, J96J, 5 Vols. ll 

世界名聞の地理・ l世史・政治・社会・経済事情，なら

びに嗣際機関についての慨説的エンサイクロペテ’ィア。

19伺年に J.111~本（WlS p.）ξして初版が刊行された。改

,iflltiU：，アジアとオーメトララシア，アメ ~J カ．アフ 9

:11，ヨーロッパおよびl"I阪迎｛tの5分mt< 1700 1>-＞：ニjぷ

つに。
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各国制は地域分冊ごとに，同名アルファペット順に排

列。各悶について，つぎの5倒貫目について簡単にまとめ

ている。位置，施悦i，地形，気候.;It-rt物帯，動物帯，人

口，租艇，昔話，宗教，巡輪，通信，歴史，政rr-t，政党，
地方政府，司法制度，寧隊，移住，回際協力，経前，所

得，労働， :C注rl！，牧畜m，漁業，林業，鉱業，エネルギ

ー－ m力，工業，闘内耐梁，外国貿易，闘際収支，銀行，

保険，証券，財政，租税，凶税，外国投資，経済政策，

保惜，社会福祉，住宅，教育，図出館・博物館，組織，

新聞，旅行，重要人物，民官t，参考文献目録。執UEはア

メリカの中盤的な社会科学者，地理学者が分担している。

一応，独立固ならびに独立がきわめて間近い地域(1963

年12月に独立したケニヤ．ザンジパJv,64年7月に独立

予定のマラワィ〔ニヤサラン 1：〕など〉は，独立．項目に

扱っている。多考文献が数多い先進訪問よりも，アジア・

アフリヵなどの新興諮問の政治・経請を全体的に把躍す

るのに適切な審考mである。 〈中村）r S. De1』t.of Co 陀 e Bureau of 
Ccnsu詰. Foreign Manpower R白色町chOffice, B 
Bibliographyザ socialscience periodicals and『
monograph ssrics, Washington, 1961～1弱2.tl 

本沼は，共産ー聞ならびに「特妹語j使用諸国において

出版された社会科学j則係の逐次刊行物および1世話？の併Jlij'

:jll誌T，完結附には，日本を含む22カ周を均パーするシ

リーズとなる。このうち，アジア諸国のものは，以下の

5点である。 No.3, Mainland China 1949～1960, 32 

p., No. 4, Re/Jublic of China 1949～1960, 24 p., No. 

7, Ho1，ぽ Kong1950～1961, 13 p., No. 8, North !(orca 

1945～1961, 12 p., No. 9, Rcp1.似た ofJ(orca 1945～ 
1961, 48p.。収録タイトル数は，中国142（うち叢丹35),

台湾84(27），者港48(22), オ凶下41( 3），南鮮261(134) 

で，新聞および大衆誌は含まれない。各タイトルは，主

題分到により配列され，記述は，出販機関，著者，標題，

採題訳，出版i也出Iii年，刊行Ji度，笹野・の有無，出版

予告の有無，学界動向欄の有無，他国語要約の有無，遂

次刊行－物については約 30words，波書については約 80

wordョの解姐．造次刊行物にかぎり最新号より代史的輪

女5制の原酒， Libraryof Congress所蔵巻号等を列記

している。巻末には，主阻，標題．帯：者，出版機関の強

引がある。なお本部は， 0伍ceof Science Information 

Service, National Science Foundationおよび Library

of Congressの協力を糾て， Foreif.{n.Manpower Rese・ 

arch Office のソグェト，~－欧の人口問題調査員である
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Frederick A. Lt.-cdyの監修で編纂されたものである。

〈阪国〉

n Hsueh, Chun・tu. The Chinese communist目

fl movcm仰 t,1921～1937; a11 n1111otatcd biblio・
!l ~·aρby ザ selected materials in tire Chi11ese 
n Collection of the Hoove,・ lnstitutioll Oil W叫 M

g Revolution a11d hαce, Stmゲ"ord, Hoover I 
U Institution，目的， 130p. (Hoover l抽出utionM 
fl hibliogrnphical series. 3) ff 
U－， ηre Chi11esc communist movemenιS 
01937～194.乳Stanford,H~ver Institution, 1962, M 
U 312p. (Hoover Institution bibliographi伺 lseri-H 
Bes. 11) I 

Hoover Institutionの中国共産党に関する中国語文献

のコレクションは， E.Snow, A. Wright, L. Al1eyら

の収集Lた資料がその一部を構成するすぐれたものであ

る。特に，日中戦争j聞に発刊された資料のコレクション

には，他で見ることのできないものが多い。本部は，こ

のコレクションより，日中戦争の勃発を区分lXとして，

1921～37年関係359タイトル， 1937～49年I剥係896タイト

ルを越び解閥を行ない， 2分自｜｝として刊行したものであ

る。収録資料は，『莞I衆』， 『解放日報』などの雑誌，新

聞を合む当該年代に出服されたもののほかに，戦後t1'.:.出

版されたものもとりあげられ，ているo構成は，年代別，

事項別で，そのtJ1な，著制者ないしは標J8.iでアルフ yベ

ティブJJレに配列し，巻末に， m版社リスト，および諸制

者.t'｛姐索引を付している。告タイトJレの記述は，著者，

際庖，；英訳標凶， tH阪地，出版社，出版年，ぺー少数．

および］5語から 100語までの評耐を加えたj砕胞である。

本出の嗣者.ti君瓜gは， 1922~広＊出身，現在スタンフ

ォード大学政治学部研究員である。 〈阪田〉

I Marian Crit白川山田hi E-Ittmau 
resourc，目的1deconomic g1'0zutli; an annotated 
bibliography Oil the 1・0Tc of education and 
I traini，ぽ仇 ec・o11omica11d social devcloρmc11t, 
Menlo Park, Calif.,. Stanford Research lnsti-
tu旬， 19回， 398p. 

工業化が逃行中である新興諸国において，人的資源の

開発，利用に関係する青l画立案者，調査員，行政官の役

!・t:.立つように作成された解忠告誌である。総計1150点の

単行計，雑誌論文が収められ，そのおのおのについて解

題が付してある。解j函は簡単なものは4,5行であるが，

長いものは l ぺ－~以上になっている。 l. 「経柿発展に

おける人的資源J,2.「人的資制（の経｝ff学J.：~.「人的資

源泌嬰ム 4.f人的資訪日の合理的利用J.5.「教育古｜耐の

l政略J.6.「ーー般教育」， 7.「専門教育ム 8.「新教育技
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術」， 9.「悶際教育実挽.1.10. r J111J成左各国いの10~に

わかれ，都lO'i;"i：：は各問の具体（l'~Hll凶を蹴った文献を兆め

ている。メタンフ舟ード大学比較教育研究所に所政する

資料たもとにして，比t史教育研究セミナ－ (19G2年〉彦

加者，スタンフォード調査研究所のスタッフ，ならびに

部外専門家が解題の執抗にあたっている。部外専門家の

中には， R Bendix, Gerhard Colm, Solomon Fabricant, 

Fr. H. Harbisonなと”持名な学者が合まれている。 〈中

村〉

｜必必t w ・iti ….59 

f仏 C lAi 匙 sea hC l （α 
annotated bibliograpl.り1, Co，，ψ. hy the Staff 

House Memoranda), Oxford, Oxford Univ. 
Press, 1963, 93 p. 

国際間！国の研究所として，世界的な名声のあるイギヲ

スの主立簡際問姐研究所（チャタム・ハウス）はソ班に

おけるアフリカ問題研究の出版状況を伝える解lfil由詑

(Soviet AJ今ican Studies, 1918～59 ; an an11otatcd 

bibliograj>/iy, by :Vfary Holdsworth. Pt. 1 & 2, 2 Vols.) 

をすでに1961~－に出版している。本mはこの続刊で， 1959

年に発表されされたが前告に含まれなかったもの，およ

び1%(), n I 両年にソ主E’σII':阪さ：ii.t:m~なアフリカ問題

にi対寸る文i蹴433タイトル〈単行｝t，雑誌論文，抗女知）

の加（）剖？！！誌である。

全体は3部に分かれ， tnl部「アフリメJ諸問」は303

タイトルを収め，エヲプ卜を除くアフりカ各同，および

京・商・北アフリカ一般を扱い，第2部「ソ述のアフリ

カ研究」では，ソ述のアフりカ研究機関，研究会議〈ソ

辿で行．なわれた国際会議を合む）の記事・論文，ソ連に

おけるアフリカの歴史・言語・人組詑学・文学・芸術・

宗教研究の文献36タイトルが収録されている。第3部

「政治・経済・社会問題」はアフリカの将来，アフザカ

!llJJ71lの会議，民族解放運動，帝国主犠， ~ll民地主務，新

植民地主主語，イギリユ，アメリカ，フランユ，西ドイツs

共産問諸国とアフリカなどを扱った94タイトJレの文献を

収めている。

各文献に付されている解揺はいずれもさ・わめて簡単な

数行ないしは数十行のものであるが，収録された文献が

ソ連のアフリカ関係山版物を広く網羅しているので，そ

の研究状況を知る上に便利なものである。なお，ローマ

ナイズされた uシア需表題にはその英訳が付されてい

る。 〈今井）

ソ連経済の成長と低開発国援助

一ー研究参考資料第36'集一一

吉田宮古彦苦・

農産物輸出に誌づく知UUJ揺助，

都2節 ソ連底民所得の構造と成長
I 国民生産物のt・車成， n 支出師jからみた国民生産物， E 生産部門別にみた国民所得， N 雨民
生産物の説棋と比悦， V 問民生成物の成長， VI ソ述国民所得の成長要悶と予測， W 資本係数
の助態

都3節経清成長と対外援助
付録 ソ連側からみた続前援助
序説
論文 I 民族主義新興諸国に対する社会主義諸国の箔済援助，グェー・シチェチーニン，『静．済の諸
一 問題』誌， 1960年2月号。
論文 II 帝遁主義的対低lilBc酉「援助」計四の反動的本質， ヴェー・ヂャグネンコ， 『経済の訪問I 刷鉱］9む す び

文 献目 録
I ill 物， E 前文 / 
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